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省

令

第
二
十
二
号
書
式
中 「

十
億
千
百
十
万
千
百
十
円

」

を 「
金

額
金
額
千
百
十
億
千
百
十
万
千

に
改
め
る
。

」

百
十
円

第
二
十
三
号
書
式
（
そ
の
一
）
中 「

を

」

「
支
払
金
額

{
`

|

十
億
千
百
十
万
千
百
十
円

支
払
金
額

{
`

|

千
百
十

に
改
め
る
。

」

千
百
十
万
千
百
十
円

億

第
二
十
三
号
書
式
（
そ
の
二
）
中 「

支
払

金
額

十
億
千
百
十
万
千
百
十
円

を

支
払
金
額

千
百
十
億

」

「

千
百
十
万
千
百
十
円

」

に
改
め
る
。
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附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
書
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〔
省

令
〕

〇
国
税
収
納
金
整
理
資
金
事
務
取
扱
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
財
務
七
〇
）

J

〇
支
出
官
事
務
規
程
及
び
日
本
銀
行
国
庫
金

取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
同
七
一
）

〔
告

示
〕

〇
平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
の
結
果
、
平
成

二
十
二
年
十
月
一
日
現
在
の
北
海
道
等
の

市
区
町
村
別
並
び
に
全
国
の
確
定
し
た
人

口
及
び
世
帯
数
に
関
す
る
件

（
総
務
四
五
八
）

N

〔
人
事
異
動
〕

防
衛
省

K
L

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

K
O

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
平
成

二
十
二
事
業
年
度
財
務
諸
表
、
独
立
行
政

法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
係
る
手
続
開
始
関
係

P
N

地
方
公
共
団
体

公
示
送
達
関
係

Q
Q

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

R
J

〇
財
務
省
令
第
七
十
号

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
五
十
一
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
国
税
収
納
金
整
理
資
金
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
七
日

財
務
大
臣

安
住

淳

国
税
収
納
金
整
理
資
金
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
税
収
納
金
整
理
資
金
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
大
蔵
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

〇
財
務
省
令
第
七
十
一
号

予
算
決
算
及
び
会
計
令
（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
第
百
六
条
第
一
項
及
び
第
百
四
十
四
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
支
出
官
事
務
規
程
及
び
日
本
銀
行
国
庫
金
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
七
日

財
務
大
臣

安
住

淳

支
出
官
事
務
規
程
及
び
日
本
銀
行
国
庫
金
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
支
出
官
事
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

支
出
官
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条

官
署
支
出
官
は
、
日
本
銀
行
が
指
定
し
た
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
へ
職
員
に
支
給
す
る
給
与
（
以
下
こ

の
条
、
第
十
六
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
「
職
員
給
与
」
と
い
う
。）を
振
り
込
む
た
め
の
支
出
の
決
定
を
す
る

場
合
に
は
、
当
該
職
員
給
与
の
支
給
日
の
二
営
業
日
前
の
日
ま
で
に
支
出
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

|

前
項
及
び
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
「
営
業
日
」
と
は
、
日
本
銀
行
の
休
日
で
な
い
日
を
い
う
。

第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中「
送
信
」の
下
に「（
書

面
等
の
情
報
を
電
子
情
報
処
理
組
織
（
支
出
官
が
支
出
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
財
務
省
に
設
置
さ
れ
る

各
省
各
庁
の
利
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
官
署
支
出
官
の
所
在
す
る
官
署
に
設
置
さ
れ
る
入
出
力
装
置
と
を
電
気
通

信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
使
用
し
て
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
転
送
す
る

こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
第
四
号
中
「
セ
ン
タ
ー
支
出
官
名
」
の
下
に
「（「
セ
ン
タ
ー

支
出
官
」
と
は
、
令
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
セ
ン
タ
ー
支
出
官
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。
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